
 

 

 

 

並木中等学習進路部では、各年次の先生方と連携しながら、生徒の皆さんの学習環境の充実や進

路実現のためのお手伝いをしています。職業や勉強についてあるいは大学受験についての情報等を

載せた「進路だより」や各種進路情報誌、進路関係の行事、１Ｆ進路室、ブライトホールや図書室

等をぜひ活用してください。 

【学習進路部担当の先生】11 名  

細井ひろみ（学習進路部長） 石井透雄（学習進路副部長/６年次副担任） 

渡辺安之（医学コーディネーター/6年次副担任） 

小泉美枝（図書館担当/6年次副担任）  大内 碧（図書館担当） 

土子 亮（６年次主任）   櫻井友裕（５年次主任）  粉川雄一郎（４年次主任）   

皆川拓哉（３年次主任）   下村広輝（２年次主任）  落合淳平（1年次主任） 

 

 

 

この春に卒業した 11 回生 6 年次 4 月時点での国公立大の希望者は 6 年次全体の 88%、私立大学

希望者は８％、未定４％でした。一番多い国公立大学については、合格者は延べ人数で現役生８１名、

現役合格率 5７％、希望者だけだと合格率 6６%という大変高い数字になります。入試結果の詳細は 1

階進路室前掲示板、および 7月発行の進学要覧で確認してください。 

 

 

ブライトホールは、勉強だけに専念できる環境であり、ライバルでも仲間でもある並木生が勉強して

いる姿を見て、お互いに頑張ることができると評判の「並木伝統の自習棟」です。 

6 年次生には専用学習室が用

意されています。4・5年次生専

用学習室も設けていますので、気

兼ねなく利用してください。 

平日の朝は事務室の用務員さ

んが開けてくれ、夜は日直の先生

方が施錠してくれています。休日

には日新警備の警備員さんが安

全を確保し、皆さんの学習を温か

く見守ってくれています。多くの

方の利用をお待ちしています。各

年次集会でのガイダンスでの「公

共の場所」としての注意事項を守

って利用しましょう。 

平日（授業日）利用時間 7:00～19:50   休日利用時間 9：00～17：00  

（休日は警備員さん常駐・入館証として生徒手帳（身分証）を持参してください） 
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令和 6 年度入試（2024 年度入試・11 回生）の入試結果（右表） 

ブライトホールの利用（４～６年次） 



 



                             （4 月 8 日始業式学習進路部長講話より）                              

①授業に真剣に取り組む 

「予習→授業→復習」の黄金サイクルをひたすら大事に繰り返していた生徒は、自分の頭で

考えることを面倒くさがらずに、冷静に自己分析できるので、理解できることが増えていきます。 

②基礎固めをしっかりと行う 

大学入学共通テストの出題内容の８割は高校１・２年生の学習内容です。並木生で言えば、4年次生

までが学ぶあたりまでが共通テストの出題範囲の 8割を占めているのです。小テストや課題も、学習内

容を定着させるための貴重な機会です。コツコツ勉強した人は間違いなく結果を出しています。 

③利他的な姿勢で感謝の心をもつ 

利他的とは、「他」ほかの人のために、「利」利益となるように行動することです。多くの人の支え

があってはじめて、当たり前に思っていた勉強も行事もできることを私たちはこの数年で経験しました。 

④目的意識をもって物事に取り組む 

「せっかく勉強するなら面白がってやってみよう」という意識の受験生は、知的好奇心が強いため、

学習においても本質的な理解をしていたと感じます。 

先日の離任式で２～６年次生は離任される先生方のお話から熱い思いを聴きました。中でも高須先生

がおっしゃっていた「no problem！」「growing！」が印象に残りました。 

そこで，始業式では「春休みに頑張ったこと」「続けていること」を具体的に隣の人に伝えて、聞い

た人が具体的に褒めるというペアワークをしてもらいました。自分のことを具体的にふりかえって言葉

に（文字に）すること，できたことや続けられていることも自分の強みとして認識し，また話を聞いた

人から具体的にコメントしてもらうことで日々の成長を体感していただけたら幸いです。「自分の強み」

は勉強でも部活動でも趣味でも家のことでも何でもかまわないのです。 

学力も精神力も体力も、一朝一夕では養えません。読むときも書くときも考えるときも、普段の言

動が答案に反映されます。勉強、受験の先にあるものを見据える意識を持って、ぜひ「自分の強

み」をつくっていってほしいと思います。そこからうまれる「自信と闘争心，自己肯定感」は，これか

らの自分自身の財産となることでしょう。  

 

  

令和 7 年度の大学入学共通テストから教科「情

報」が加わります。国立大学ではほとんどの大学が

必須としています。配点比は低い大学（満点に対し

て 10％未満）の大学は 6割程度であるものの、大

学・学部・学科によって異なるため、志望大学につ

いては，必ず事前に確認しておきましょう。 

また、「情報」の学びは大学入試で終わりではな

く，そもそも大学入学後の学びに深く関連すると

して導入されており，情報社会に参画する上で必

要なものです。本校生は「情報」を学ぶ場として，前期課程で「技術・家庭」，４・６年次でも設定さ

れていますので，ぜひ興味関心を持って日々の学習に取り組みましょう。自分自身の視野を広めること

にもつながります。 

受験生としてうまくいった人の特徴とは？ 

令和 7 年度入試（現 6 年次生・12 回生）における「情報Ⅰ」 



 


